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家庭 □体調・体温チェック→健康観察カードに記入 ◆体調・体温チェック：高熱など強い症状，風邪症状等→出勤停止→

□持参するもの 　管理職に必ず電話連絡→(必要時)受診

　・健康観察カード（あゆみに貼付） 　　　　帰国者・接触者相談センター　０２９－３０１－３２００

　・マスク(着用) 　　　　古河保健所　　　　　　　　　０２８０－３２－３０２１

　・ハンカチまたはタオル □出勤：マスク着用，石けん手洗い，アルコール消毒

　・水筒 ◆出勤後，体調が悪い時はすぐに検温→管理職へ報告→退勤→(必要時)受診

　＜受診の目安>

　　☆息苦しさ，強いだるさ，高熱等の強い症状のいずれかがある場合

　　☆基礎疾患があり，発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合

　　☆基礎疾患はないが，比較的軽い風邪症状が４日以上続く場合

生徒登校前 □教室用アルコール消毒の設置と管理

□生徒登校前に教室，廊下，トイレの換気

生徒登校 □マスク着用で登校　 □欠席の連絡は，症状等を具体的に聞き取り，担任へ連絡

（マスク忘れは，着用してから教室に入る） 　（疑いのある症状があり出停の場合には，管理職・養教に報告する）

□体調の悪い生徒は，教室へ行かず，保健室へ □担任は健康観察カードを集め，生徒の健康状態を確認

□教室に入る前に，アルコール消毒 　＊健康観察カード忘れは，学年職員室で検温・健康観察

　＊汚れている場合には，石けんで手を洗ってから □感染の疑いがある生徒の早退対応について

□健康観察カードを提出 　①教室を換気し，下校の準備をし，第二保健室に付き添う

　（荷物準備，付き添いは教師）

　②保護者に連絡をし，早退させる。第二保健室で待たせる。

【早退の基準】　※一つでも当てはまる場合は早退

・発熱　・風邪症状（咳，頭痛等）　・強いだるさや息苦しさ

・消化器症状（吐き気，嘔吐，下痢，腹痛等）・その他（普段と明らかに違う等）

朝の会 □朝の健康観察では生徒の表情を見て，十分に行う→異常ありの場合管理職，養

　護教諭へ報告

授業 □対話時はマスク着用し，顔はなるべく近づけない □できるだけ生徒同士の接触を避けるよう呼びかけ

□生徒の机を，互いにできるだけ離す □換気は授業中も２方向のそれぞれ１つ以上の窓を開けておく

　・エアコン使用時も同様に窓を開けておく

□移動教室後，教室に入る前は石けん手洗い 　・雨天時も廊下側の窓はできるだけ開けておく

　・二酸化炭素濃度計の活用

□窓は，対角に開けておく 【行わない活動】

□音楽：狭い空間，密閉状態での歌唱指導や身体の接触を伴う活動

□家庭科：調理等の実習

□体育：密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い運動

□やむを得ず物の共有をするとき：使用前後に必ず，石けん手洗いを実施

休み時間 □できるだけ接触を避ける □ドアや窓を全開にして換気する

昼休み □教室に入る前に，石けん手洗いとうがい □教室に入る前に，石けん手洗いとうがいの呼びかけ

□水分補給 □水分補給の呼びかけ

給食 □全員石けん手洗い→アルコール消毒 □窓を開ける

□自分のエプロン，三角巾を使用する □配膳台の消毒

□配膳者はビニール手袋を着用する □全員石けん手洗い→アルコール消毒

□全員前向き給食，話をしない，席を立たない □おかわりは，教師が配る（ビニール手袋着用）

□自分の給食は自分で片付ける

□牛乳パック等のゴミは別でまとめる □牛乳パック等のゴミをまとめて封をして捨てる

□(当分の間)歯みがきはせず，ブクブクうがいのみ

帰りの会 □マスク着用で下校 □マスク着用での下校の呼びかけ

□不要不急の外出禁止の呼びかけ

清掃 □マスク着用，黙動清掃 □ドア，窓を全開にして換気

□ドア，スイッチの消毒を行う □ドア，スイッチの消毒の実施確認

□清掃後，石けん手洗いとうがいをする □清掃後，石けん手洗いとうがいの呼びかけ

部活動 □始めと終わりに手洗いを行う □部活動指導中はできるだけマスク着用

放課後 □不要不急の外出をしない

新型コロナウイルス感染症の学校生活対応マニュアル


